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公共下水道

平
成
16
年
10
月
1
日

林
地
区(

浦
須
・
上
林
・
下
林
の
一
部)

が

　
　
　

 　

  

供
用
開
始
に
な
り
ま
す

公共下水道

　

町
で
は
町
民
の
皆
様
に
清
潔
で
快
適
な
環
境
で
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
公
共
下
水
道
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
下
水
道
の
整
備
も
順
調
に
進
み
、平
成
16
年
10
月
1
日
に
林
地
区（
浦

須
・
上
林
・
下
林
の
一
部
）
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
下
水
道
が
使
用
可
能
な
地
域
に
お
い
て
は
、

告
示
後
3
年
以
内
の
接
続
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
受
益
者
の
皆
様
は
、
下
水
道
事
業
の
目

的
等
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
速
や
か
に
接
続
し
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金
と
は

　

下
水
道
の
設
置
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
皆

さ
ん
に
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

負
担
の
公
平
を
図
る
と
共
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て

下
水
道
の
建
設
を
促
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
の

が
「
受
益
者
負
担
金
制
度
」
で
す
。

　

受
益
者
と
な
る
方
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ

る
区
域
内
の
土
地
の
所
有
者
、　

又
は
そ
の
土

地
に
対
し
て
の
何
ら
か
の
権
利
（
借
地
権
等
）

を
持
っ
て
い
る
方
で
す
。

負
担
の
額
は
1
戸
（
公
共
マ
ス
1
個
）
40
万
円

で
す
。

●
使
用
料
は
人
数
割
り

　

排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
、
公
共
下
水
道
を

使
用
さ
れ
ま
す
と
下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
道
施
設
の
維
持

管
理
費
な
ど
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、「
使
用
開
始
届
」
に
よ

り
使
用
を
開
始
し
た
日
か
ら
発
生
し
ま
す
。
そ

の
場
合
、
1
ヶ
月
あ
た
り
15
日
以
上
公
共
下
水

道
を
使
用
し
た
場
合
そ
の
月
の
使
用
料
を
い
た

だ
き
ま
す
。
計
算
方
法
は
対
象
人
数
割
制
を
採

用
し
て
い
ま
す
。（
表
１
参
照
）

表１　下水道使用料
（※事業所とは、主たる用途が住居以外の供用住宅、集合施設、事業所等）

使 用 料 の 月 額

基 本 料 金 人 員 割 料 金

１世帯につき　　2,520円 世帯員１人につき　420円

１事業所につき　3,360円 従業員１人につき　420円

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
１
階　

下
水
道
課　

内
線
１
１
６
４





●
排
水
設
備
工
事
の
手
続
き

①
工
事
の
申
し
込
み

　

適
正
な
排
水
設
備
工
事
を
確
保
す
る
た
め
、
町
に
登
録
し
た
「
指
定
工
事

店
」
に
工
事
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

②
見
積
も
り
・
契
約

　

工
事
店
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
見
積
書
を
依
頼
し
、
工
事
の
内
容
・
金
額

に
つ
い
て
十
分
検
討
し
て
か
ら
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

③
工
事
の
確
認
申
請

　

町
へ
の
「
排
水
設
備
確
認
申
請
」
は
指
定
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
。

④
排
水
設
備
計
画
の
承
認

　

町
は
申
請
書
の
内
容
、施
工
方
法
な
ど
が
基
準
に
適
正
か
ど
う
か
審
査
し
、

適
正
で
あ
れ
ば
承
認
の
通
知
を
し
ま
す
。

⑤
工
事
の
施
工

　

指
定
工
事
店
は
町
の
承
認
後
、
排
水
設
備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

⑥
工
事
完
了
届

　

指
定
工
事
店
は
工
事
完
了
後
す
み
や
か
に
工
事
完
了
届
を
町
に
提
出
し
、

検
査
を
受
け
ま
す
。

⑦
工
事
完
了
検
査

　

町
は
工
事
完
了
届
に
よ
り
完
了
検
査
を
し
ま
す
。
検
査
に
合
格
す
る
と
検

査
済
証
を
交
付
し
ま
す
。

⑧
使
用
開
始
届

　

工
事
完
了
後
は
下
水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
「
使
用
開
始
届
」
を
町
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

柿岡・金指・片野・小幡・須釜・細谷・根小屋・下林にお住まいの方で、下水道が
利用できるみなさまは、はやめに排水設備工事をして下水道を利用していただくよ
うご協力をお願いします。

排
水
設
備
の
施
工
例

平成16年10月1日から供用開始となる区域図

戸の内

飯塚

上林

浦須





　

第
3
回
八
郷
町
議
会
定
例
会
が
9
月
10
日
に
招
集
さ
れ
17
日
ま
で
8
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
7
件
、
認
定
1
件
、
諮
問
2
件
、
同
意
1
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案

●
平
成
16
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３
４
８
万
６

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
０
０
億
１
４
５
２
万
３
千
円
と
し
ま

し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
土
木
費

の
道
路
橋
梁
費
で
町
道
１
１
２
号
線
地

方
特
道
路
の
測
量
調
査
設
計
委
託
料
及

び
一
般
町
道
の
舗
装
工
事
費
を
増
額
し

ま
し
た
。
商
工
費
で
は
、
国
民
宿
舎
の

浄
化
槽
の
改
修
や
、
ふ
れ
あ
い
の
森
の

フ
ラ
ワ
ー
サ
イ
ク
ル
及
び
ス
ポ
ー
ツ
ス

ラ
イ
ド
の
修
繕
費
を
増
額
し
ま
し
た
。

総
務
費
で
は
町
長
選
挙
及
び
石
岡
台
地

土
地
改
良
区
総
代
総
選
挙
の
経
費
の
確

定
に
合
わ
せ
て
減
額
し
た
も
の
が
主
な

も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の

普
通
交
付
税
の
確
定
に
合
わ
せ
て
増
額

し
た
の
に
と
も
な
い
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

●
平
成
16
年
度
八
郷
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
８
１
万
円
追

加
し
、
予
算
総
額
を
１
億
５
８
９
１
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
処
理
場
及
び
マ
ン
ホ
ー

ル
ポ
ン
プ
の
修
繕
費
の
増
額
な
ど
が
主

な
も
の
で
す
。
歳
入
は
、
町
債
と
繰
越

金
を
計
上
し
ま
し
た
。

●
平
成
16
年
度
八
郷
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
０
０
万

円
を
追
加
し
て
、
総
額
を
27

億
１
５
０
０
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
町
単
独
管
渠
工
事
請
負
費
を

増
額
し
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
4
件
）

・
平
成
16
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事
第

２
０
８
号

契
約
の
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　
　
　

５
５
９
６
万
５
千
円

契
約
相
手　
　
　
　
　
　

㈱
斉
藤
建
設

・
平
成
16
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事
第

２
０
９
号

契
約
の
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　
　
　
　
　

８
５
２
６
万
円

契
約
相
手　
　
　
　
　

佐
々
木
建
設
㈱

・
平
成
16
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事
第

２
１
０
号

契
約
の
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　
　
　
　
　

５
１
０
３
万
円

契
約
相
手　
　
　
　

常
洋
建
設
工
業
㈱

・
平
成
16
年
度
国
補
特
環
管
渠
工
事
第

２
１
２
号

契
約
の
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　

１
億
１
６
２
３
万
５
千
円

契
約
相
手　
　
　
　
　
　

市
村
土
建
㈱

認
定

●
平
成
15
年
度
八
郷
町
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

諮
問

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦（
2
件
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
国
民
の
基
本
的
人

第
3
回
八
郷
町
議
会
定
例
会





　

こ
れ
ま
で
空
席
に
な
っ
て
い
た
助
役
に
、八
郷
町
大
字
下
林
の
白
田
龍
滋
氏(

69)

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
求
め
、全
会
一
致
で
同
意
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
9
月
17
日
付
で
白
田
氏
が
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

白
田
氏
は
、
昭
和
29
年
8
月
林
村
農
業
共
済
組
合
に
採
用
さ
れ
、
30
年
8
月
八
郷

町
農
業
共
済
設
立
に
よ
り
同
組
合
に
転
属
、
39
年
10
月
八
郷
町
職
員
と
な
り
、
57
年

3
月
退
職
、
同
年
4
年
よ
り
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
職
員
と
な
り
、
平
成
7
年
3

月
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
約
41
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
八
郷
町
お
よ
び
新
治
広
域
行

政
発
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
福
祉
課
長
、
環
境
衛
生
課
長
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
長
、
広
域
事
務

組
合
に
お
い
て
は
、
事
務
局
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
職
後
は
地
元
区
の
区
長
、
林
地
区
の
区
長
会
長
、
町
区
長
連
合
会
委
員

長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
行
政
に
対
す
る
豊
富
な
知
識
と
そ
の
指
導
力
と
信
望
厚
い

人
柄
を
も
っ
て
町
長
を
補
佐
し
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

助
役
に
白
田
龍
滋
氏
就
任

水道事業会計損益計算書　　　（単位：円）
項　　　目 平成 14 年度 平成 15 年度

●営業収益 489,774,829 484,033,256
　　給水収益 474,937,590 469,098,931
　　受託工事収益 0 0
　　その他の営業収益 14,837,239 14,934,325
●営業費用 415,111,936 422,760,719
　　原水及び浄水費 134,518,354 136,293,502
　　配水及び給水費 24,561,177 19,167,067
　　受託工事費 0 0
　　総係費 92,613,083 84,659,847
　　減価償却費 163,419,322 182,640,303
　　資産減耗費 0 0
　　その他の営業費 0 0
●営業利益 74,662,893 61,272,537
●営業外収益 52,368,506 41,070,383
　　受取利息 1,258,892 26,151
　　一般会計補助金 50,000,000 33,200,000
　　雑収益 1,109,614 7,844,232
●営業外費用 180,706,623 172,646,710
　　支払利息 180,706,623 172,646,710
　　雑支出 0 0
●経常利益 △ 53,675,224 △ 70,303,790
●特別利益 0 0
　　固定資産売却益 0 0
　　過年度損益修正益 0 0
●総利益 △ 53,675,224 △ 70,303,790
●特別損失 3,196,750 3,696,315
　　固定資産売却損 0 0
　　過年度損益修正損 3,196,750 3,696,315
●純利益 △ 56,871,974 △ 74,000,105

①
水
道
料
金
徴
収
率
は
、
前
年
度
88
・
44
％
に
対
し
、
本

年
度
88
・
36
％
と
0
・
08
％
低
下
し
て
い
る
。
悪
質
な
滞

納
者
に
は
、
給
水
停
止
等
の
手
段
を
講
じ
る
と
共
に
、
適

切
な
る
時
効
中
断
の
処
置
を
図
り
、
徴
収
率
の
向
上
に
努

め
ら
れ
た
い
。

②
給
水
原
価
が
供
給
単
価
を
上
回
る
と
い
う
赤
字
構
造
が

依
然
と
し
て
続
き
、
給
水
原
価
３
０
７
・
66
円
／
立
方
㍍

に
対
し
供
給
単
価
は
２
４
７
・
27
円
／
立
方
㍍
と
、
そ
の

格
差
は
、
前
年
度
60
・
77
円
／
立
方
㍍
に
対
し
本
年
度
は

60
・
39
円
／
立
方
㍍
と
前
年
度
に
比
べ
0
・
38
円
／
立
方

㍍
縮
小
さ
れ
た
も
の
の
依
然
と
し
て
給
水
原
価
と
、
供
給

単
価
の
差
額
が
大
き
い
の
で
、
給
水
原
価
の
低
減
の
た
め
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
経
費
節
減
に
努
力
さ
れ
た
い
。

③
14
・
15
年
度
の
2
カ
年
間
の
有
収
率
が
13
年
度
に
比
較

し
て
著
し
く
低
下
し
て
い
る
の
で
、
有
収
率
の
変
化
に
留

意
す
る
と
共
に
、
原
因
究
明
に
努
力
し
、
有
収
率
の
向
上

に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
漏
水
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
も
の
、
工
事
中
の
事

故
に
よ
る
も
の
等
が
あ
る
。
給
水
管
等
の
老
朽
化
対
策
を

引
続
き
推
進
さ
れ
た
い
。
工
事
中
の
事
故
に
よ
る
漏
水
に

つ
い
て
は
、
事
故
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
配
管
図
の
不
備

が
あ
る
と
し
て
も
、 

工
事
施
工
業
者
に
対
し
て
応
分
の
負

担
を
求
め
ら
れ
た
い
。

⑤
損
益
勘
定
留
保
資
金
は
６
７
２
、１
６
８
、９
２
１
円
、

減
債
積
立
金
は
１
４
８
、０
０
０
、０
０
０
円
と
多
額
の
預

金
を
有
し
て
い
る
の
で
、
通
常
会
計
分
と
合
わ
せ
、
ペ
イ

オ
フ
対
策
に
つ
い
て
は
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

⑥
欠
損
処
分
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
る
調
査
検
証
を
し
、

適
切
な
処
分
を
さ
れ
た
い
。

⑦
町
民
の
生
活
用
水
で
あ
る
水
の
安
定
供
給
と
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

平
成
15
年
度
八
郷
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

平
成
15
年
度
八
郷
町
水
道
事
業
会
計
は
、
監
査
委
員
か
ら
次
の
よ

う
な
意
見
を
付
さ
れ
監
査
結
果
と
と
も
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

白田 龍滋 氏

権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も

し
侵
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
そ

の
救
済
措
置
を
と
る
と
と
も
に
常
に
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
委
員
が
平

成
16
年
12
月
31
日
に
３
年
間
の
任
期
が

満
了
と
な
る
の
で
、
綿
引
美
恵
子
氏
と

谷
島
吉
右
衛
門
氏
を
推
薦
し
ま
し
た
。

同
意

●
助
役
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

八
郷
町
助
役
と
し
て
白
田
龍
滋
氏
を

選
任
し
た
く
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

第3回八郷町議会定例会
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健
康
づ
く
り
に
人
間
ド
ッ
ク

◎
10
月
か
ら
神
立
病
院
で
も
受
診
可
能
に

　

人
間
ド
ッ
ク
の
目
的
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
30
％
を
占
め
る

ガ
ン
の
早
期
発
見
と
生
活
習
慣
病
の
予
防
で
す
。
日
頃
健
康
と
思

わ
れ
る
方
で
も
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
改
善
ポ

イ
ン
ト
が
示
さ
れ
、
日
常
の
生
活
習
慣
で
改
め
ら
れ
る
所
は
改
め

て
、
健
康
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
病
気
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
、
ふ
だ
ん
の
健
康
管
理
が
最
も

大
切
で
す
。
町
で
は
み
な
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
成
人
病
健
診
・
ガ
ン

検
診
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
予
防
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

国
民
健
康
保
険
加
入
者
30
歳
以
上
を
対

象
に
「
人
間
ド
ッ
ク
」
の
補
助
を
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
15
年
度
に
「
人
間
ド
ッ
ク
」
を

受
診
し
た
方
は
84
名
で
、「
脳
ド
ッ
ク
」

を
受
診
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
脳
ド
ッ
ク
」
は
脳
の
断
層
撮
影
な

ど
を
行
い
、
脳
出
血
、
ク
モ
膜
下
出
血

や
脳
梗
塞
な
ど
を
未
然
に
防
い
だ
り
脳

腫
瘍
を
早
期
に
発
見
し
た
り
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。

◎
ド
ッ
ク
の
指
定
医
療
機
関
、
利
用
料

金
、補
助
金
の
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検 診 機 関 検 診 の 種 類 検 診 料 金 町 補 助 金 被保険者負担金

筑波メディカルセン
ター

日帰り人間ドック 39,900 円　 22,000 円　 17,900 円　

日帰り脳ドック 52,500 円　 27,000 円　 25,500 円　

神立病院
日帰り人間ドック 37,800 円　 22,000 円　 15,800 円　

日帰り脳ドック 43,050 円　 27,000 円　 16,050 円　

土浦協同病院 日帰り人間ドック 37,800 円　 22,000 円　 15,800 円　

石岡市医師会病院 日帰り人間ドック 36,750 円　 22,000 円　 14,750 円　

豊後荘病院 日帰り人間ドック 36,750 円　 22,000 円　 14,750 円　

◎
受
診
資
格

　

八
郷
町
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
　

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る

世
帯
の
被
保
険
者

　

当
該
年
度
中
に
い
ず
れ
の
ド
ッ
ク
も

受
診
し
て
い
な
い
被
保
険
者

　

受
診
日
現
在
で
満
30
歳
の
年
齢
に
達

し
て
い
る
被
保
険
者

◎
受
診
申
込

　

あ
ら
か
じ
め
国
保
医
療
課
に
申
し
込

み
、
町
発
行
の
受
診
券
を
受
診
す
る
医

療
機
関
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
を
持
た
ず
に
受
診
し
た
場
合

は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ド
ッ
ク
検
査
項
目

　

ど
の
指
定
医
療
機
関
で
も
だ
い
た
い

同
じ
よ
う
な
検
査
項
目
で
す
が
、
10
月

か
ら
指
定
と
な
っ
た
「
神
立
病
院
」
の

検
査
項
目
を
紹
介
し
ま
す
。

　

○
人
間
ド
ッ
ク

　
　

①
問
診

　
　

②
身
体
測
定

　
　

③
血
液
検
査

　
　

④
血
清
検
査

　
　

⑤
肝
炎
検
査

　
　

⑥
梅
毒
血
清
検
査

　
　

⑦
呼
吸
器
検
査

　
　

⑧
循
環
器
検
査

　
　

⑨
消
火
器
検
査

　
　

⑩
肝
膵
機
能
検
査

　
　

⑪
腎
機
能
検
査

　
　

⑫
糖
尿
病
検
査

　
　

⑬
血
中
脂
質
検
査

　
　

⑭
整
形
外
科
的
検
査

　
　

⑮
耳
鼻
科
的
検
査

　
　

⑯
眼
科
的
検
査

　
　

⑰
診
断
指
導

　
　

⑱
総
合
判
定

　

追
加
検
査

　
　

⑲
子
宮
ガ
ン
検
査

　
　

⑳
乳
ガ
ン
検
査

　

追
加
検
査
料
金
は
全
額
被
保
険
者
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

○
脳
ド
ッ
ク

　
　

①
問
診

　
　

②
身
体
測
定

　
　

③
血
液
検
査

　
　

④
肝
機
能
検
査

　
　

⑤
腎
機
能
検
査

　
　

⑥
血
清
脂
質
検
査

　
　

⑦
糖
尿
病
検
査

　
　

⑧
呼
吸
器
検
査

　
　

⑨
循
環
器
検
査

　
　

⑩
耳
鼻
科
的
検
査

　
　

⑪
眼
科
的
検
査

　
　

⑫
脳
関
連
検
査

　
　

⑬
総
合
判
定

　

平
成
16
年
度
は
、
人
間
ド
ッ
ク

１
０
０
名
、
脳
ド
ッ
ク
10
名
を
対
象
に

補
助
を
予
定
し
て
お
り
、
定
員
に
な
り

次
第
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

 問い合わせ先

役場１階　国保医療課　内線 1121

写真提供：神立病院





 問い合わせ先

役場１階

国保医療課

内線 1123

｢

安
心
」
は
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
か
ら

　

現
役
時
代
か
ら
老
後
ま
で
の
長
期
間

に
は
、
予
測
で
き
な
い
こ
と
が
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
は
、
誰
に
と
っ
て
も
や
が
て
訪
れ

る
老
後
の
生
活
保
障
の
不
確
定
要
因
を

解
消
す
る
第
一
の
方
法
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
で

あ
る
65
歳
時
の
平
均
余
命
は
、
男
性
が

18
・
０
２
年
、
女
性
が
23
・
０
４
年
で

（
平
成
15
年
）、
こ
の
数
字
は
年
々
伸
び

て
い
ま
す
。
長
寿
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
が
、
老
後
に
自
分
が
ど
れ
く
ら
い
生

き
る
か
は
、
あ
ら
か
じ
め
分
か
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
長
い
老
後
生
活
の
保
障
を
、

自
分
の
子
ど
も
に
頼
る
だ
け
で
は
万
全

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
貯
蓄
な
ど
で
備
え

る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
将
来
の
社
会

経
済
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ど
れ

く
ら
い
の
備
え
が
必
要
か
は
、
誰
に
も

分
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
老
後
を
、
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
が
国
民
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
制
度
で
す
。

　

し
か
も
、
国
民
年
金
は
老
後
だ
け

で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残

り
、
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
の
障
害
年

金
や
、
万
一
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
の
遺

族
（
子
ど
も
が
い
る
場
合
）
保
障
も
あ

り
ま
す
。

　

世
論
調
査
で
は
、
老
後
の
生
活
保
障

を
「
自
助
努
力
」
で
と
考
え
て
い
る
人

は
２
割
程
度
し
か
お
ら
ず
、「
公
的
年

金
を
中
心
に
」
と
考
え
て
い
る
人
が
７

割
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
れ
ば
、
平

成
14
年
の
高
齢
者
世
帯
の
年
間
所
得
は

３
０
４
万
６
千
円
で
、
そ
の
う
ち
「
公

的
年
金
・
恩
給
」
が
２
０
４
万
１
千
円
、

「
仕
送
り
等
」
が
13
万
３
千
円
と
な
っ

て
お
り
、「
公
的
年
金
・
恩
給
」
が
所

得
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
公
的
年
金
・
恩
給
を
受
給
し
て

い
る
高
齢
者
世
帯
の
中
で
、「
公
的
年

金
・
恩
給
の
総
所
得
に
占
め
る
割
合
が

１
０
０
％
の
世
帯
」は
61
・
２
％
と
な
っ

て
お
り
、
高
齢
者
の
生
活
を
担
う
公
的

年
金
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
政
府
は
、「
社
会
経
済
と

調
和
し
た
持
続
可
能
な
制
度
の
構
築
」

と
「
制
度
に
対
す
る
信
頼
の
確
保
」
を

目
指
し
て
、
年
金
制
度
改
革
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

国
民
年
金
へ
の
未
加
入
者
は
約
60
万

人
、
保
険
料
未
納
者
は
約
３
２
０
万
人

い
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険

料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
、
年
金
制
度
の

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

す
べ
て
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

ね ん き ん





　

市
町
村
合
併
は
町
の
将
来
を
決
め
る
重
要
な
問
題
で
す
。
八
郷
町
で
は
8
月
31
日
の
美
野
里
町
・
玉

里
村
・
八
郷
町
・
石
岡
市
合
併
協
議
会
の
解
散
を
受
け
、
今
ま
で
協
議
を
進
め
て
き
た
市
町
村
を
基
本

に
新
た
な
合
併
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
合
併
の
枠
組
み
に
関
し
て
住
民
の
皆
様
の
ご
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
市
町
村
合
併
の
枠
組
み
決
定

の
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対　
　

象　

八
郷
町
民
６
０
０
０
人
（
年
齢
階
層
毎
に
無
作
為
に
抽
出
し
た
男
女
）

　
　
　
　
　
　

20
歳
代
、
30
歳
代
、
40
歳
代
、
50
歳
代
、
60
歳
代
、
70
歳
以
上
の
６
階
層
で
、
各
階
層
１
０
０
０
人

○
実
施
方
法　

個
人
宛
郵
送
、
往
復
は
が
き
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

○
実
施
期
間　

平
成
16
年
9
月
3
日
か
ら
平
成
16
年
9
月
17
日
ま
で

市
町
村
合
併
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に
つ
い
て

配布数　6,000件
回収数　2,060件
回答率　34.3％

①八郷町・石岡市・美野里町・玉里村　　　５８６

②八郷町・石岡市・美野里町　　　　　　　４８６

③その他　　　　　　　　　　　　　　　　３５８

④八郷町・石岡市　　　　　　　　　　　　２９５

⑤八郷町・美野里町　　　　　　　　　　　２７２

⑥八郷町・石岡市・玉里村　　　　　　　　　８１

アンケート集計結果
合併の枠組み別得票比率

●問い合わせ先
役場3階　企画課
内線　1323

注）複数回答を含む

　　

豪華客
船

カップリ
ング
パーティー

出会いがチャンス!
今宵こそ素敵なパートナーをGETしよう

♡と　　き　平成16年12月5日（日）

♡と こ ろ　横浜港☆豪華客船サンセットクルーズ

♡募集定員　男女各20名　

　　　　　　※定員になり次第締め切ります。

♡会　　費　男性3,000円　女性2,000円

♡そ の 他　男性は各町内居住者に限ります。

お問い合わせ・お申し込みは、
八郷町農業委員会事務局（TEL43-1111内線1251）まで。

　千代田町、霞ヶ浦町、八郷町、玉里村農業委員会では、カッ
プル誕生と町の発展を願い、『出会い』のときを企画いた
しました。
　お友達もお誘いの上、ご参加をお待ちしております。

千代田町・霞ヶ浦町・八郷町・
玉里村農業委員会　主催

講演会開催

『子どもの力と家庭の教育力』
　21世紀の社会問題でもある「家庭教育と青少年問題」を、
幅広い視点でとらえた満足度100％の講演会です。

県下生
涯学習

界にお
ける

人気度
No. １

の名物
先生 !

“笑い”
と“感動

”の 90
分 !!

☆講師　茨城大学助教授
　　　　長谷川　幸介　氏

◇入場無料
◇全席自由

☆と　き　平成16年11月7日（日）
　　　　　開会　午後2時
　　　　　開演　午後2時30分
☆ところ　八郷町立中央公民館大講堂
《問い合わせ》八郷町生涯学習課（中央公民館内）
　　　　　　　TEL43-1111内線1603

主催　八郷町教育委員会
協賛　八郷町生涯学習推進本部・八郷町青少年問題協議会・青少年を育てる八郷
　　　町民の会・八郷町青少年相談員連絡協議会・八郷町ＰＴＡ連絡協議会・八
　　　郷町子ども会育成連合会・八郷町百寿会連合会・八郷町婦人会





　

こ
の
ス
ダ
ジ
イ
は
村
の
鎮
守
、
香
取

神
社
の
御
神
木
で
あ
る
。
香
取
神
社
は
天

正
年
間
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
享
保
４
年

(

１
７
１
９)

社
殿
再
建
の
棟
札
が
あ
り
、
樹

齢
は
３
０
０
年
を
優
に
越
え
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
主
幹
は
か
な
り
前
、
台
風
で
折
れ
、

既
に
朽
ち
果
て
僅
か
に
そ
の
一
部
を
残
す
の

み
と
な
っ
た
。
今
は
３
本
の
ヒ
コ
バ
エ
が
枯

大増香取神社の
　　　　スダジイ

れ
た
主
幹
を
支
え
る
か
の
よ
う
に
雄
々
し
く

み
ご
と
に
成
長
し
て
い
る
。

●
樹
種
名　

ス
ダ
ジ
イ

●
所
在
地　

大
増
１
９
５
８
番
地

●
管
理
者　

香
取
神
社
氏
子
総
代

●
幹
周　
　

７
・
０
㍍

●
樹
高　
　

17
・
６
㍍

●
推
定
樹
齢　

３
５
０
年

八
郷
町
の

　

当
神
社
の
創
建
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、

戦
国
時
代
こ
の
地
で
続
い
て
い
た
小
田
対

佐
竹
の
戦
い
に
際
し
、
小
田
方
に
つ
い
た
当

時
の
領
主
が
元
亀
2(

１
５
７
１)

年
武
運

を
祈
っ
て
村
の
氏
神
に
定
め
た
と
伝
え
ら
れ

る
。
以
来
御
神
木
と
さ
れ
て
き
た
ス
ダ
ジ
イ

は
社
殿
の
右
奥
に
あ
り
、
推
定
樹
齢
４
０
０

年
余
り
。
一
方
こ
の
ス
ダ
ジ
イ
と
は
別
に
、

ケ
ヤ
キ
と
エ
ノ
キ
は
そ
の
後
か
な
り
の
年
数

を
経
て
植
栽
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
時

代
が
下
っ
て
平
成
14
年
4
月
に
ス
ダ
ジ
イ

は
老
齢
化
の
た
め
東
半
分
が
裂
け
落
ち
て
し

ま
っ
た
。
先
人
が
こ
の
難
を
予
測
し
、
次
代

の
後
継
木
と
し
て
こ
こ
に
2
本
の
樹
を
植
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

吉生香取神社の
　ケヤキとエノキ

●
樹
種
名　

ケ
ヤ
キ
・
エ
ノ
キ

●
所
在
地　

吉
生
９
１
４
番
地

●
管
理
者　

香
取
神
社
氏
子
総
代

ケ
ヤ
キ

●
幹
周　
　

４
・
７
㍍

●
樹
高　
　

25
・
６
㍍

●
推
定
樹
齢　

不
詳

エ
ノ
キ

●
幹
周　
　

５
・
５
㍍

●
樹
高　
　

30
・
０
㍍

●
推
定
樹
齢　

不
詳

　

根
小
屋
の
佐
久
山
に
鎮
座
す
る
七
代
天
神

社
。
ケ
ヤ
キ
の
大
樹
は
社
殿
へ
続
く
参
道
の

左
手
に
根
を
張
る
。
遮
る
も
の
は
な
く
縦
横

存
分
に
伸
ば
し
た
枝
張
り
、
灰
褐
色
の
鱗
状

に
重
な
り
合
っ
た
樹
肌
は
鎮
守
の
森
に
存
在

感
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　

ス
ギ
は
社
殿
の
脇
に
立
ち
、
し
め
縄
を

張
ら
れ
御
神
木
と
し
て
何
百
年
も
の
間
、

七代天神社の
　　ケヤキとスギ

人
々
か
ら
畏
敬
さ
れ
神
と
し
て
崇
め
ら
れ

て
き
た
。
当
社
天
正
年
間(

１
５
７
３
〜

１
５
９
３)

に
佐
竹
郷(

常
陸
太
田
市)

か
ら

七
代
天
神
の
心
霊
を
氏
神
と
し
て
迎
祀
さ

れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
両
樹
と
も
四
百
有
余

年
の
樹
齢
を
刻
ん
で
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。

●
樹
種
名　

ケ
ヤ
キ
・
ス
ギ

●
所
在
地　

根
小
屋
４
１
６
番
地

●
管
理
者　

七
代
天
神
社
氏
子
総
代

ケ
ヤ
キ

●
幹
周　
　

４
・
４
㍍

●
樹
高　
　

27
・
６
㍍

ス
ギ

●
幹
周　
　

３
・
８
㍍

●
樹
高　
　

26
・
５
㍍

ケヤキ

ケヤキ





　

朝
晩
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。

健
康
だ
と
つ
い
つ
い
自
分
の
体
を
過
信
し

が
ち
で
す
。
忙
し
さ
の
あ
ま
り
体
の
異
変

に
気
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
忙

し
さ
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
心
も
体
も
し
っ

か
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
こ
れ
か
ら
迎
え
る
寒
い
冬
を
元
気
に
乗
り
切
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
各
種
が
ん
検
診
で
要
精
密
検
査
と
い
わ
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
が
ん
は
こ
こ
10
年
来
死
因
の
第
１
位
を
占
め
、
そ
の

後
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
た
ず
ら
に
が
ん
を
怖
が
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
な
ど
は
早
期
に
発
見

し
て
治
療
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
完
治
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
問
題
は
、『
い
か

に
早
期
の
う
ち
に
病
気
を
見
つ
け
る
か
』
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
検

診
を
受
け
て
も
受
け
っ
ぱ
な
し
で
は
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
結
果
に

一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
異
常
が
見
ら
れ
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
、
そ
れ
と
同
時
に
悪
い
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
だ
、
精
密
検
査
の
通
知
が
手
元
に
あ
る
方
、
こ
れ
を
機
に
受
診
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
よ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

保
健
師　

宮
城 

  

第
18
回
八
郷
町
健
康
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　

  

参
加
者
募
集

赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
・
よ
ち
よ
ち
競
争

　

現
在
は
い
は
い
を
し
て
い
る
、
ま
た

歩
き
始
め
て
一
ヶ
月
以
内
の
お
子
さ
ん

が
対
象
で
す
。
参
加
希
望
者
は
事
前
に

お
電
話
下
さ
い
。

●
日
時　

10
月
24
日
（
日
）

●
時
間　

午
前
10
時
15
分
集
合

　
　

午
前
10
時
30
分
レ
ー
ス
ス
タ
ー
ト

●
場
所　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
先　
　

電
話
（
43
）
６
６
５
５

●八郷町保健センター　電話43－ 6655

けんこう通信
　メールでの相談も受付けています。
　hoken@town.yasato.ibaraki.jp 

　

そ
の
他
健
康
相
談
、
体
脂
肪
測
定
、

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
に
よ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
『
ヘ
ル
シ
ー
館
』
に
て
お
弁
当
、

飲
み
物
販
売
、
先
着
６
０
０
名
様
に
三

角
く
じ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ぜ
ひ
、み
な
さ
ん
で
お
越
し
下
さ
い
。

禁
煙
個
別
健
康
教
育
参
加
者
募
集

  

あ
な
た
も

　
　

禁
煙
し
て
み
ま
せ
ん
か　

　

八
郷
町
で
は
、
11
月
か
ら
禁
煙
個
別

健
康
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
禁
煙
に
挑

 

総
合
健
診
及
び
腹
部
超
音
波

　
　
　
　

検
診
の
お
知
ら
せ

　

12
月
１
日
（
水
）
腹
部
超
音
波
検
診
、

12
月
６
日
（
月
）
総
合
健
診
が
保
健
セ

ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
16
年
６
月
〜
10
月
ま
で
に
胃
が

ん
検
診
、
基
本
健
康
診
査
等
を
受
け
て

い
な
い
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＜ 総 合 健 診 ＞
検 診 項 目 料　　金 検　査　内　容

①結核検診 　無　　料 胸部レントゲン検査

②基本健康診査 　１，５００円 血圧測定・心電図検査・血液検査他

③胃がん検診 　１，２００円 バリウム検査

④大腸がん検診 　　　５００円 便潜血反応２日法

⑤前立腺がん検診 　　　８００円 血液検査（５０歳以上の男性）

⑥肝炎ウイルス検診 　　　５００円 Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルス検査

⑦腹部超音波検診 　１，０００円 肝臓・胆のう・膵臓・腎臓・脾臓検査

⑧骨粗鬆症検診 　　　７００円 超音波法

◆肝炎ウイルス検診対象者
　　　　　 ●１　40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の方
　　　　　 ●２　１以外の方で過去に肝機能異常を指摘された事のある方等

◆期　日　●腹部超音波検診のみ
　　　　　　１２月１日（水）午前７～９時受付　
　　　　　 ●総合健診
　　　　　　１２月６日（月）午前７～９時受付　

◆場　所　八郷町保健センター

◆申込み方法
　　　　　 ● 10 月 25 日 ( 月 ) ～ 11 月 5 日 ( 金 ) までに電話で八郷町保健セ　
　　　　　ンターにお申し込みください。定員になり次第締め切ります。
　　　　　  　申し込み者には後日受診券を送付いたします。

戦
し
て
み
た
い
方
ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
期
間　

平
成
16
年
11
月
〜
三
ヶ
月
間

●
内
容
面
接
、
禁
煙
支
援
レ
タ
ー
送
付

　
　
　

尿
中
ニ
コ
チ
ン
の
測
定

　
　
　

呼
気
中
Ｃ
Ｏ
濃
度
の
測
定　
　

●
対
象
者　

禁
煙
意
欲
の
あ
る
喫
煙
者

●
募
集
人
数　

10
名

●
場
所　

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

    　
　
　

 

八
郷
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

電
話
（
43
）
６
６
５
５
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平
成
14
年
10
月
号
の
「
八
郷
の
歴
史
(19)
」
に

「
旗
本
領
の
設
置
」
と
題
し
て
、
八
郷
町
地
域

へ
の
旗
本
領
設
置
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
こ

の
稿
は
そ
の
続
き
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

青
柳
の
高
橋
三
郎
家
に
残
さ
れ
て
い
る
元
禄

十
一
年
（
一
六
九
八
）
の
古
文
書
（
乍
恐
以
口

上
書
を
奉
願
候
御
事
）
に
は
、「
常
陸
国
新
治

郡
下
青
柳
村
当
八
月
分
ケ
郷
二
而
御
領　

私
領

共
後
五
御
地
頭
様
ニ
罷
成
候
」
と
あ
る
。
元
禄

十
一
年
に
下
青
柳
村
で
「
分
ケ
郷
」
が
お
こ
な

わ
れ
、
複
数
の
領
主
が
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
分
ケ
郷
は
前
稿

で
述
べ
た
元
禄
の
「
地
方
直
し
」
に
伴
う
も
の

で
あ
る
。
分
割
支
配
が
村
に
ど
の
様
な
変
化
を

も
た
ら
す
の
か
、
そ
の
一
端
を
示
す
史
料
（
古

文
書
）
の
紹
介
を
し
て
み
た
い
。

　

複
数
の
領
主
に
よ
っ
て
分
割
支
配
さ
れ
た
村

を
相
給
村
落
と
い
い
、
下
青
柳
村
の
場
合
は
五

人
の
領
主
に
分
割
さ
れ
た
の
で
「
五
給
の
村
」

と
呼
ん
だ
。
内
訳
は
旗
本
領
が
四
、
幕
府
領
が

一
と
な
っ
て
い
る
。（
後
に
五
給
全
て
が
旗
本

領
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
）。
先
に
掲
げ
た
元

禄
十
一
年
の
史
料
は
、
分
ケ
郷
に
よ
る
弊
害
を

農
民
が
訴
え
た
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
興
味
深

い
箇
所
を
一
つ
だ
け
抜
粋
し
て
み
よ
う
。

　
　
（
略
）
羽
太
重
大
夫
様
御
役
人
入
部
ニ
御

　
　

出
百
姓
山
高
ニ
応
シ
御
わ
け
合
可
被
成
候

　
　

由
被
仰
其
意
趣
ハ
百
姓
山
ニ
捨
馬
捨
子
た

　
　

お
れ
者
等
在
之
節
御
吟
味
難
成
候
間
御
分

　
　

ケ
合
可
被
成
候
由
（
略
）

　

分
ケ
郷
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
下
青
柳
村
民

が
入
会
地
と
し
て
共
同
利
用
し
て
き
た
「
百
姓

山
」
を
各
領
主
ご
と
に
分
割
す
る
よ
う
に
と
の

指
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
理

由
は
百
姓
山
で
捨
馬
や
捨
子
な
ど
が
在
っ
た
場

合
、
五
人
の
内
、
ど
の
領
主
が
そ
れ
に
対
応
す

る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
個
々
の
領
主
の
領
主
権
が
及
ぶ
空
間

を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
を
意
図
し
た
指
示
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
村
民
達
は
下
青
柳
村

は
山
方
の
村
で
あ
り
、
貧
し
い
農
民
は
百
姓
山

で
薪
な
ど
を
採
取
し
、
そ
れ
を
売
っ
て
生
活
費

に
充
当
し
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
百
姓
山
が

分
割
統
治
さ
れ
る
と
そ
う
し
た
こ
と
が
出
来
な

く
な
る
の
な
ど
と
訴
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
別
の
古
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
も
記

さ
れ
て
い
る
（
元
禄
十
二
年
「
乍
恐
以
書
付
申

上
候
御
事
」〈
高
橋
三
郎
家
文
書
〉）。

　
　
（
略
）
拙
者
持
高
之
内
九
拾
六
石
余
羽
太

　
　

重
大
夫
様
江
越
石
ニ
罷
成
候
所
ニ
寅
之
御

八
郷
の
歴
史　
(43)

　
　

取
付
ケ
所
不
応
之
御
高
免
ニ
被
仰
付（
略
）

　
　

御
相
給
様
並
之
御
免
合
被
成
下
候
様
ニ

　
　

様
々
御
訴
訟
仕
候
得
共
（
略
）

　

四
人
の
旗
本
の
一
人
で
あ
る
羽
太
氏
が
賦
課

す
る
年
貢
の
率
が
、
他
三
氏
よ
り
高
率
で
あ
り

苦
労
し
て
い
る
。
他
三
氏
並
み
の
年
貢
率
に
し

て
欲
し
い
と
す
る
訴
え
で
あ
る
。
同
じ
村
で
あ

り
な
が
ら
領
主
に
よ
っ
て
年
貢
率
が
異
な
る
の

で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
「
村
」
は
行
政
村
落
と

い
う
側
面
と
「
生
産
・
生
活
の
場
」
と
し
て
の

側
面
、
つ
ま
り
共
同
体
と
し
て
あ
っ
た
。
分
割

支
配
は
、
共
同
体
に
右
の
よ
う
な
状
況
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
村
共
同

体
は
ど
う
対
処
し
た
の
か
。
こ
れ
を
考
え
る
こ

と
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員　

近
世　

並
木
克
央

旗
本
領
の
設
置
と
影
響

図書室からのご案内

○一般図書

マリア・カラスという生きかた

　　　　　　　　　　アン・アドワーズ

富士山大噴火　　　　　　　鯨　統一郎

あした青空　　　　　　　　千葉　紘子

三億を護れ　　　　　　　　新堂　冬樹

秘密の京都　　　　　　　　入江　敦彦

ことわざから読み解く天気予報

　　　　　　　　　　　　　　南　利幸

良寛を歩く一休を歩く　　　　水上　勉

欅しぐれ　　　　　　　　　　山本　力

野の花診療所まえ　　　　　　徳永　進

ファミリーレストラン　　　前川　麻子

○児童図書

ななのタンスはふしぎがいっぱい

　　　　　　　　　　　わたり　むつこ

さくらの下のタロ　　　　竹田　まゆみ

とんだ!!ぼくの竹トンボ　鈴木　喜代春

サッツゥのきじ　　　　　　佐藤　州男

赤い鳥のうた　　　　　　鬼塚　りつ子

小おにのトンマこんにちは!  槻野　けい

ゴー　スニーカー！　　　　　堀　直子

三年二組の転校生　　　　　木暮　正夫

ネコとボクのドキドキ日記

　　　　　　　　　　　いわま　まり子

すばらしいマラソン　　　　　岸　武雄

※図書室の未返却本が 300 冊以上あ

ります。お心あたりのある方は、返

却していただきますようお願いいた

します。

八郷町中央公民館  電話 43－6262

○本の貸し出しは 1人当たり 1
回 5冊までです。
○貸し出し期間は 2週間です。
土･日もご利用できます。
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●まちの話題できごと

やまびこ田んぼ実りの秋迎える

八郷高校文化発表会 嶋田さん全国青年大会へ

　小幡小学校（市塚因学校長）の全校児童154人によ

る「やまびこ田んぼ」の稲刈りが、9月21日に行われ

ました。

　5月にどろんこになりながらみんなで田植えをした田

んぼは、秋を迎えて黄金色に輝き、穂もたわわに稲が実

りました。田んぼに集まった子供たちは、稲刈りを前に

校長先生の話に耳を傾けます。「稲はもうこんなに実る

ことができました。みなさんも4月から約半年の間に

頭も、体も、心も、この稲に負けないほど重くずっしり

と力をつけてきましたね」。

　いよいよ鎌を手に稲刈り開始です。初めはなかなか上

手く刈れなかった子供たちもすぐに慣れ、稲刈

りはあっという間に終了しました。

　穫れたもち米は、10月30日に行われ

　八郷高等学校（坂内忍校長）の生徒たちに

よる文化発表会が、9月27日から10月1日まで、

八郷町商工会物産展示室を会場に開催されました。

　発表会は年に２～３回、生徒たちの文化活動の

発表の場として開いているもので、生徒たちが授業

や部活動などで製作した絵画や書道、フラワーアレ

ンジメントのほか、手作りオルゴールなどを展示。

発表会最終日

には、吹奏楽

部によるミニ

ライブが行わ

れ、すばらし

い演奏が披露

されました。

小幡（中山）の嶋

田恵子さん（27歳）が、

8月22日にひたちなか

市・笠松運動公園で開催

された平成16年度茨城

県青年大会の陸上競技・

女子800ｍと1,500ｍ

の部で優勝し、全国青年大会（11月12～15日、

東京都内各所で開催）への出場資格を獲得しました。

　平日勤務先の仕事が終わったあとなどにスポーツ

クラブでトレーニングをしているという嶋田さん。

「1,500ｍで自己最高記録の4分49秒が出せるとい

いですね」と、全国大会に向けての抱負を語ってく

れました。がんばってください。

る収穫祭でおいしいお餅

になります。

　初めて稲刈りをしたと

いう5年生の男子児童は

「稲刈りは疲れたけど、楽

しかった。早くきな粉餅が

食べたい」と話し、収穫祭

が待ち遠しい様

子でした。

だ
れ
に
で
も
で
き
る

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
・
Ｔ
Ｂ
Ｇ

　

八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
）
ク
ラ
ブ
（
鈴
木
資
良
会

長
）
主
催
に
よ
る
一
泊
二
日
の
研
修
旅

行
が
、
９
月
13
・
14
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

男
女
32
名
が
参
加
し
、
群
馬
県
川
場

村
の
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
公
認
コ
ー
ス
に
て

交
流
大
会
を
開
催
。
初
め
て
の
コ
ー
ス

で
貴
重
な
体
験
を
得
て
、
さ
ら
に
温
泉

で
鋭
気
を
養
い
、
会
員
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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賞　高橋実里（林小3年） ▽県南林業会長賞　峰下準

一（柿岡小3年） ▽森林組合長賞　田上悟（小幡小2年）・

矢口まなみ（園部小6年）【敬称略】　

　

広
報
や
さ
と
の
14
・
15
㌻
「
み
ん
な

の
広
場
」
習
字
コ
ー
ナ
ー
、
や
さ
と
文

芸
、
わ
た
し
も
一
言
、
イ
ラ
ス
ト
へ
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

広
報
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

柿岡八幡太々神楽を奉納
　9月28日、柿岡の八幡神社で五穀豊穣を祈願する太々

神楽が奉納され、大勢の見物客でにぎわいました。

　神楽は日本古代の歴史書『古事記』、『日本書紀』をも

とに構成されており、国
くに

堅
かため

（伊
い ざ な き

邪奈岐、伊
い ざ な み

邪奈美命
のみこと

）

をはじめとする、十二の神楽で成り立ちます。

　毎年旧暦の８月15日（十五夜）の晩に奉納されるこ

の神楽は、時の柿岡城主・長倉義興が柿岡村の発展と一

族の武運長久を祈願して神楽を奉納したのが始まりと伝

えられ、400年余りの歴史があります。名月にふさわし

い気品の高い舞と、奏でられるリズムから「柿岡のじゃ

かもこじゃん」の愛称で親しまれています。

　十二の舞の中で、地
ち

法
のり

（赤鬼）と山の神（青鬼）が餅

をまく場面がありますが、この餅は無病息災のご利益が

あるといわれ、見物客はみんな競って拾いあいました。

また、地元から選ばれ

る少女たちの舞う巫女

がとても愛らしい様子

でした。

子どもの創造性育む木工工作
　八郷町森林組合（木﨑眞組合長）主催による第2回

八郷町児童生徒木工工作コンクールの審査会が、9月

16日に同組合事務所で行われました。

　このコンクールは、木材や林産物を使って物を作るこ

とによって、自然に親しみ、自らの意思と技で創造する

喜びを子供たちに知ってもらおうと、昨年から開催して

いるものです。

　今年は８校の小学校が参加し、夏休みを利用して子供

たちが作った木工作品の中から、各小学校３点ずつ出品。

小学校低学年の部（１～４年生）16点、小学校高学年

の部（５・６年生）８点の作品の中から、審査の結果、

次の作品が入賞しました。

▽町長賞　小学校低学年の部　高橋良実（林小3年）・

小学校高学年の部　小原遥一（柿岡小5年） ▽教育長

●まちの話題できごと

町長賞を受賞した 2作品　左・高橋良実さん『ト
ナカイ』／右・小原遥一さん『ウッドドラゴン』

　

健
康
作
り
、
仲
間
作
り
の
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
、
こ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
は
今
、
ど
こ
で
も
人
気
を
呼
ん

で
い
ま
す
。
だ
れ
に
で
も
出
来
て
、
楽

し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
現
在
、
当
ク
ラ

ブ
の
会
員
は
94
名（
男
70
名
・
女
24
名
）。

毎
日
運
動
公
園
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

一
度
体
験
し
て
み
た
い
と
い
う
方
、

遠
慮
な
く
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
八
郷
町
総
合
運

動
公
園
（
４
３
・
６
８
８
４
）、
ま
た
は

鈴
木
さ
ん
（
４
３
・
０
９
３
９
）
ま
で
。

　

八
郷
町
収
入
役
に
在
職
さ
れ
て
い
ま

し
た
赤
羽
根
實
さ
ん
が
、
任
期
満
了
に

よ
り
９
月
23
日
付
で
退
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

赤
羽
根
さ
ん
は
、
平
成
12
年
９
月
24

日
に
収
入
役
に
就
任
、
４
年
間
の
任
期

期
間
に
わ
た
り
、
町
政
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
し
ま
す
。

赤
羽
根
収
入
役
が
退
任
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習
字
コ
ー
ナ
ー

　
　

短　

歌　
　
　
　
　
　

大
塚　

誠　

選

八や

そ

じ

十
路
か
け
祈
る
願
ひ
は
た
だ
一
つ
家
の
安
泰
孫
子
ら
の
幸　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓　

弦　

雨
貝　

和
江

好
天
に
豊
作
の
米
安
値
と
ふ
悲
喜
交
交
の
農
民
吾
等　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　

岡　

萩
原　

照
子

様
様
な
競
技
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
織
り
成
し
五
輪
終
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

崎　

荒
井　

幸
子

　
　

俳　

句　
　
　
　
　
　

綿
引　

鼓
峰　

選

風
止
め
ば
た
だ
の
テ
ー
プ
や
鳥
威
し　
　
　
　
　

柿　

岡　

岩
田
た
だ
し

木
洩
れ
日
の
ゆ
ら
ゆ
ら
社

や
し
ろ

法
師
蝉　
　
　
　
　

柿　

岡　

川
井　

ト
キ

青
蔦
の
が
ん
じ
が
ら
め
や
石
佛　
　
　
　
　
　
　

柿　

岡　

大
塚　

博
子

　
　

俚　

謡　
　
　
　
　
　

鈴
木　

弦
月　

選

二
人
三
脚
綱
引
く
夫
に
命
預
け
て
潜
る
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　

林　

加
藤　

弥
生

都
会
育
ち
の
優
し
い
嫁
御
山
家
生
活
も
板
に
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瓦　

会　

桜
井　

紅
霞

筑
波
双
峰
母
な
る
姿
谷
間
流
れ
る
男
女
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青　

田　

関　

清
志

林
小
四
年　

鈴
木　

悠
矢

しっかりと力強い
線で形も良い。

柿
岡
中
一
年　

上
田　

与
一

力のこもった線で
重厚に仕上げている。

●
や
さ
と
文
芸

みんなの広場

●皆さんが作る
ページです。
作品をお寄せく
ださい。

評　

玄
潮
会
理
事　

森　

浩
亭

●「
わ
た
し
も
一
言
」

合
併
協
議
会
の
解
散
は
残
念
な
一
面
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
改
め
て
行
政
と
住
民
の
あ
り
方
を
考
え
る
機
会

と
と
ら
え
て
、
多
数
の
声
が
反
映
さ
れ
て
、
こ
の
町
に
住
ん

で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
に
発
展
す
る
よ
う
に

と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

山
崎　

中
山
紀
夫
（
55
）

雁か
り

渡
る　

こ
ゑ
の
あ
と
さ
き　

山
河
あ
り　
　
　
　

鈴
木
蚊か

づ

お
都
夫

雁
渡
る　

塩
壺つ
ぼ

に
匙さ
じ　

深
く
埋
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野
昌
彦

　

雁
の
群
れ
が
、
秋
の
空
を
竿さ
お

型

に
な
っ
た
り
鈎か
ぎ

型
に
な
っ
た

り
し
て
飛
ん
で
い
く
風
景
は

秋
の
風
物
詩
の
一
つ
で
す
。

　

日
本
に
来
て
越
冬
す
る
雁

は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
や
北

米
で
繁
殖
し
た
真ま

雁が
ん

や
、
シ

ベ
リ
ア
で
繁
殖
し
た
ヒ
シ
ク
イ
が

多
く
、
10
月
ご
ろ
に
飛
来
し
、
翌

年
３
月
ご
ろ
、
北
に
帰
り
ま
す
。

　

雁
が
10
羽
く
ら
い
の
群
れ
で
鳴

き
交
わ
し
な
が
ら
、
長
い
列
を
つ

く
っ
た
り
Ｖ
字
型
に
な
っ
た
り
し

て
秋
の
空
を
飛
ぶ
様
は
、
季
節
の

訪
れ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近

は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
に
飛
来
す
る

雁
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
た
め

の
よ
う
で
す
。

　

春
に
も
雁
の
北
帰
行
が
見
ら
れ

る
の
で
す
が
、
俳
句
の
季
語
で
あ

る
「
雁
渡
る
」
は
、
秋
を
指
す
も

　
　

の
で
す
。

　
　
　

雁
は
去
来
期
が
比
較
的
正

　
　

確
な
渡
り
鳥
と
さ
れ
て
い
ま

　
　

す
。陰
暦
８
月
を「
雁が
ん
ら
い
づ
き

来
月
」、

　
　

陰
暦
９
月
に
吹
く
風
を
「
雁か
り

　
　

渡わ
た

し
」な
ど
と
呼
ん
だ
の
は
、

雁
の
渡
り
鳥
と
し
て
の
習
性
に
由

来
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

都
会
で
は
見
る
チ
ャ
ン
ス
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
秋
真
っ
盛

り
の
時
期
に
、
自
然
の
な
か
を
ハ

イ
キ
ン
グ
す
れ
ば
、
雁
が
渡
る
姿

が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

雁渡る

歳
時
記
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●

【
材
料
４
人
分
】

○
レ
ン
コ
ン　

２
節
○
ネ
ギ　

２
本
○
豚
（
ま
た
は
、

と
り
）
ひ
き
肉　

２
０
０
ｇ
○
味
塩
コ
シ
ョ
ウ　

小

さ
じ
３
○
片
栗
粉　

小
さ
じ
３
○
醤
油
、
ゴ
マ
油　

各

少
々

【
作
り
方
】

①
レ
ン
コ
ン
は
皮
を
む
き
、
す
り
お
ろ
す
。
汁
は
少
し

絞
る
。

②
ネ
ギ
は
小
口
か
ら
薄
切
り
に
す
る
。

③
ボ
ー
ル
に
ひ
き
肉
を
入
れ
、
す
り
お
ろ
し
た
レ
ン
コ

ン
、
調
味
料
、
片
栗
粉
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、

ネ
ギ
を
入
れ
て
さ
ら
に
粘
り
が
出
る
く
ら
い
よ
く
混
ぜ

る
。

④
①
を
平
皿
に
入
れ
て
形
を
整
え
、
包
丁
で
格
子
に
筋

を
入
れ
、
蒸
し
器
で
15
分
間
蒸
す
。

⑤
蒸
し
上
が
り
に
、
醤
油
、
ゴ
マ
油
を
ふ
り
か
け
て
熱

い
う
ち
に
食
べ
る
。
カ
ラ
シ
醤
油
を
つ
け
て
食
べ
て
も

美
味
し
い
。

イ
ラ
ス
ト

わ
が
家
の

　
　
　

ア
イ
ド
ル


家
族
か
ら
の
一
言

　

か
け
っ
こ
が
得
意
な
元
気
な
男
の

子
で
す
。
ね
ん
ど
遊
び
が
好
き
で
、

お
だ
ん
ご
な
ど
を
作
っ
て
遊
ん
で
い

ま
す
。
最
近
、
お
絵
か
き
が
上
手
に

な
り
、
ペ
ン
や
色
鉛
筆
を
使
っ
て
ア

ン
パ
ン
マ
ン
を
描
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

素
直
で
伸
び
伸
び
と
元
気
な
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

お
ろ
し
レ
ン
コ
ン
と

　
　

ひ
き
肉
の
蒸
し
も
の

食生活改善推進員（ヘルスメイト）

　　　菊地　弘枝　（金指）

平
成
13
年
９
月
20
日
生
ま
れ

小幡　柴　きみ

みんなの広場

友
部　

享き
ょ
う
す
け
佑
ち
ゃ
ん

太
田

父　

直
人
さ
ん　

母　

真
希
さ
ん

P.N　みにぃ☆P.N　恋するウサギ

柿岡　小松﨑理沙

月岡　萩原志づ 加良寿理　鈴木史織

わ
た
し
の
手
料
理





3つの答えの中から正解を選びハガキに書いて
送ってください。
①今月の町の人口は何人でしたか？
　Ａ－30,374人　　Ｂ－30,350人
　Ｃ－30,398人
②柿岡八幡太々神楽は毎年いつ行われますか？
　Ａ－秋分の日　Ｂ－十五夜　Ｃ－十三夜　
③俳句の季語である「雁渡る」は、いつの季節
　を指すものですか？
　Ａ－春　　Ｂ－夏　　Ｃ－秋

【応募の方法】

☆ハガキに広報クイズ199と書き、答えの記
号（例①－Ａ）、住所、氏名、年齢、世帯主名
と「私もひとこと」へのご意見や広報の感想な
どを書いて送ってください。イラストなども大
歓迎。
☆締切日　平成16年11月15日（当日消印有効）
☆応募先　〒315-0195　八郷町柿岡5680-1
　　　　　　八郷町役場秘書広聴課
☆当選者の発表　　本紙12月号

［広報クイズ197の当選者の発表］

正解は①－Ａ、②－Ｂ、③－Ｃでした。応募総
数41通、正解35通の中から次の10人が当
選しました。
入江衛（大増）大槻祐介（太田）橿村はま（半田）
鈴木美穂（太田）鈴木良美（小屋）仁平茂子（小
幡）萩原照子（月岡）萩原三代子（月岡）藤岡
拓也（太田）渡辺たか子（片野）

【敬称略】

全問正解者のなかから抽選
で素敵な賞品が当たるよ

広報やさとは、町内の常陽銀行、水戸信用金庫、各郵便局、コンビニエンスストアー（セイコーマート各店、セブンイレブン）、恋瀬出張所、園部出張所に置いてあります。
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茨城県 フラワーパーク

１ ２ ３

11月 13日（土）茨城県民の日
町民無料ご招待

当日はこの広報紙を入園窓口にご提示ください。
3名まで無料で入園できます。切り離すと無効です。

入園確認印 入園確認印 入園確認印

平成16年11月13日当日限り有効

ただし、スポーツスライド、フラワーサイクルのご利用は有料となります。

◆ 秋バラまつり　開催中～11/14（日）
　菊花展 10/30(土)～11/14(日)
　フラワーデザイン展 11/12(金 )～14(日 )　
　「片野排禍ばやし」実演会 11/13(土 )
　フラワーアレンジメント教室11/13(土 )・14(日 )
　園芸教室(冬の草花の寄せ植え)　　　11/14(日 )
◆ 新そば収穫祭　11/20(土 )～23(火 )
　盆栽展 11/14(日 )～23(火 )
　そば打ち実演試食会 11/20(土 )～23(火 )
　そば打ち体験教室 11/20(土 )・21(日 )
　がまの油売り口上 11/21(日 )
※イベントは予告なく変更、中止する場合もありますのでご了承くだ
　さい。時間、内容等の詳細については茨城県フラワーパークへお問
　い合わせください。

●問い合わせ先　茨城県フラワーパーク42-4111

イベント情報

▽
や
ま
び
こ
田
ん
ぼ
稲
刈
り
の

取
材
で
の
こ
と
。
実
は
私
は
小
さ

い
と
き
か
ら
カ
エ
ル
が
大
嫌
い
。

思
い
出
し
た
だ
け
で
身
震
い
し
て

し
ま
い
ま
す
。
私
の
家
で
も
両
親

と
祖
父
母
が
米
を
作
っ
て
い
ま
す

が
、
う
ち
の
田
ん
ぼ
に
だ
っ
て

め
っ
た
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
す
っ
か
り
カ
エ

ル
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
ま
し
た
。

稲
刈
り
が
楽
し
み
で
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
行
っ
た
田
ん
ぼ
で
は
、

な
に
や
ら
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね

て
る
気
配
が
・・・「
キ
ャ
ー
」。（
ｋ
）

▽
「
人
生
で
最
高
の
瞬
間
」
イ
チ

ロ
ー
選
手
が
シ
ー
ズ
ン
最
多
安
打

新
記
録
達
成
の
瞬
間
を
振
り
返
っ

て
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
人

そ
れ
ぞ
れ
に
「
人
生
で
最
高
の
瞬

間
」
と
感
じ
る
瞬
間
は
必
ず
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
瞬
間
を

超
え
る
次
の
最
高
の
瞬
間
を
感
じ

る
た
め
に
大
切
な
の
は
、
自
分
の

持
っ
て
い
る
も
の
を
生
か
し
、
工

夫
し
努
力
す
る
こ
と
で
次
の
最

高
の
瞬
間
を
感
じ
ら
れ
る
可
能
性

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
、
イ
チ

ロ
ー
選
手
の
プ
レ
ー
か
ら
教
え
ら

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。（
Ｗ
）
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